
資料２－１

京都府環境影響評価専門委員会規則

公布 平成10年12月25日規則第40号
改正 平成17年４月１日規則第25号
改正 平成20年４月１日規則第21号
改正 平成27年４月１日規則第41号

（趣旨）
第１条 この規則は、京都府環境影響評価条例（平成10年京都府条例第17号）第40条第９
項の規定により、京都府環境影響評価専門委員会（以下「専門委員会」という。）の組
織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。

（委員長）
第２条 専門委員会に委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。
２ 委員長は、専門委員会を代表し、会務を総理する。
３ 委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、委員長があらかじめ指名する委員
がその職務を代理する。

（会議）
第３条 専門委員会の会議は、委員長が招集し、委員長が議長となる。
２ 専門委員会は、委員及び臨時委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができな
い。

３ 専門委員会の議事は、出席の委員及び臨時委員の過半数で決し、可否同数のときは、
議長の決するところによる。

（部会）
第４条 専門委員会に、専門の事項を調査審議するため、部会を置くことができる。
２ 部会に属する委員及び臨時委員は、委員長が指名する。
３ 前２条の規定は、部会について準用する。この場合において、これらの規定中「専門
委員会」とあるのは「部会」と、「委員長」とあるのは「部会長」と読み替えるものと
する。

（庶務）
第５条 専門委員会の庶務は、環境部において処理する。

（委任）
第６条 この規則に定めるもののほか、専門委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が
専門委員会に諮って定める。

附 則（抄）
１ この規則は、公布の日から施行する。

附 則（平成17年規則第25号）（抄）
（施行期日）
１ この規則は、公布の日から施行する。

附 則（平成20年規則第21号）
この規則は、公布の日から施行する。

附 則（平成27年規則第41号）
この規則は、公布の日から施行する。



資料２－２

京都府環境影響評価専門委員会
生活環境影響調査部会設置要綱

（設置）
第１条 京都府環境影響評価専門委員会規則（平成１０年京都府規則第４０号。以下「規
則」という。）第４条第１項の規定により京都府環境影響評価専門委員会（以下「専門
委員会」という。）に生活環境影響調査部会（以下「部会」という。）を設置する。

（部会の審議）
第２条 部会は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）第８
条の２第３項及び第１５条の２第３項の規定により生活環境の保全に関し環境省令で定
める事項について専門的知識を有する者の意見を聴くための知事の諮問に応じて審議を
行う。

（部会の決議）
第３条 前項の規定に基づき審議を行った事項については、部会の決議をもって規則第３
条第３項の規定による専門委員会の決議とする。

（委任）
第４条 規則及びこの要綱に定めるもののほか、部会の運営に関し必要な事項は、部会長
が部会に諮って定める。

附 則
この要綱は、平成１３年２月２１日から施行する。


